山と は 恐らく これほど 物が 積み あげられて いるので な 

だ い かもつえき 

ければ、 山と 名付けられまい。 —— さすが は大 貨物駅 

として 知られる S 駅の 構内 だ つ た。 

きばこ 

辻 永 は 大きな 木箱の 山の 側に 立って、 鼻 を 打ちつ け 

ん ばかりに 眼 をす リ 寄せて いる。 早く も 彼氏、 何物 か 

を 摑んだ 様子 だ。 小説家と 違って 本当の 探偵 だけに、 

いつでも 摑む のがうまい。 あまりう まいので、 私 はと 

きどき 自分が 小説家た る こと を 忘れて 彼の 手腕に 嫉妬 

を 感ずる ほど だ。 

やまの 

「これ だ これ だ 山野 君」 と 彼 は 私の 名 を 思わず 大きく 

叫んだ。 「例の 箱が いつ 何処で 作られたん だかす つか 



「なるほど、 君の 眼 は 早い な」 

「だから ネ、 もし 石炭の 吊り籠の 上に 人間が 乗って い 

て、 それが 下へ 落ちる と、 地上へ は 落ちないで この 通 

風窓に ひっかかる ことだろう。 すると 勢いで ス ルス ル 

と - ^ の 室に 滑り Y J んで くる Y J とが 想像で きる。 滑り マ J 

ん だが 最後、 この 恐ろしい 器械 群 だ」 

「吊り籠に 若し 人間が 乗って いたと しても、 この 窓に 

ばかり 降つ てく るな どと は 考えられない」 

「うん。 ところが ァレを 見 給え」 と 辻 永 は 窓から 半身 

うでが ね 

を 乗り出して 頭上 を 指した。 「あすこの ところに 腕 金 

が 門の ような 形に なって 突き出て いるの だ。 あの 吊り 



籠が 石炭 だけ を 積んで いたので は、 苦 もな く あの 下 を 

くぐる ことが 出来る が、 もし 長い 人間の 身体が 載って 

つ か たち ま 

いたと したら、 あの 腕 金に 閊 えて 忽ち 下へ 墜ち てく 

るだろう」 

「なるほど、 そうな つてい るネ」 と 私 はいよ いよ 友人 

けいがん おどろ 

の 炯眼に 駭 かされた。 

「しかしもう 一 つ 考えなければ ならぬ 条件 は、 吊り籠 

に 載って いた 人間 は 気 を 失って いたと いう こと だ」 

「まま * つ」 

「気が 確かなら ば、 オメ オメ こんな 上まで 搬 ばれて 来 

る わけはな いし、 若し 身体が 縛りつ けられて あつたと 



したら、 下へ は墜 ちる ことが 出来な かろう。 さァ、 と 

にかく あの ケ ー ブルが 怪しい となると、 吊り籠の 先生、 

どこから 人間の 身体 を 積んで きた かとい う 問題 だ。 下 

へ 降りて 石炭 貯蔵 場まで 行って みょうよ」 
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下へ 降りて みると なるほど 石炭の 山の 中 を、 吊り籠 

が 通る 度 ごとに、 籠 一 杯の 石炭 を 詰め こんで、 上に 昇つ 



たの だ。 方法 は 簡単 だ。 散々 撲 つて 気絶 させ、 それ か 

ら あの 塀 を 越えて あの 石炭の 吊り籠に 載せる。 それ だ 

けで よいの だ。 あと は あの 殺人 器械が ドンド ン片 づけ 

て くれる。 ここのと ころ を 見 給え。 奴等の 乗り越えて 

きた あとが ある ぜ」 

さ i ^ず は 

そういって 辻 永 は、 まだ 塀の 新しい 裂け 傷 や、 跳ね 

どろ あと 

かかった 泥 跡 を 指した。 

「青年た ち はどうし てこの 横丁へ なぞ 入って きたの だ 

ろう」 私 は 不審に 思った。 

「そいつ はこれ から 探す の だ」 

辻 永の 探偵 眼に 圧倒され た 気味で、 私 は そのうし ろ 
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バ— • 力 ナリヤで 一 時間 半 も 待った ろうか。 随分 永 

いこと 待た された もの だが、 私に とって はそう 退屈で 

そば あ 

はなかった。 それ は ミチ 子 を 傍に ひきよせて 飽 くこと 

を 知らぬ 楽しい 物語 を くりひろげて いたせいで あった。 

出来るなら 辻 永が 永遠に この バ— • 力 ナリヤに 現われ 

ない こと を 冀 つた。 辻 永が 探偵に 夢中に なって いる 



コ ンコ ドス を 一 つ 盛り合わせて コ ンコ ドス • カクテル 

と ゆく かな」 

「コ ンコ ドス？ およしなさい。 ァレ 飲む とよくない 

ことよ。 それに 辻 永さん、 今夜 は 顔色が たいへん 悪い 

わよ。 どうかして？」 

なるほど 辻 永の 顔色の わるい こと は 前から 気が つ い 

ていた。 変に 黄色つ ぼい ので ある。 

「ナ— 二、 今日は 疲れたのと、 喜びと 一緒に 来たせい 

なんだ よ。 —— 早く もって 来い」 

「じ や 辻 永さん は コンコ ドス。 山野さん は クイ ー ン. 

ノブ • ナイルが よかない」 ミチ 子が 向う へ 行って しま 



うと、 辻 永 は 待ち かねた ように、 懐中から 手帖 を 出し 

こうちく 

た。 それに は 小さい 文字で、 いくつもの 項目 わけに し 

て 書き並べ てあつた。 

「君。 ちょっと このところ を 読んで 見 給え」 辻 永 は 鉛 

ひょう だ い 

筆のお 尻で、 そこに 書き並べられた 標題 を 指した。 

そこに は 次の ような ことが 書いて あった。 

—— 〇 ガ— ルの家 (夜中に 客が 居 なくなって しまつ 

たという 不思議な 事件が 三度あった という) 

「これ は？」 と 私 は 訊ねた。 

はこづめ 

「さ つ きの 女のう ちに、 箱 詰に な つ た 青年が 三人と も 

泊った ことが 判った。 三人と も 夜中に いなくな つたの 



いりゅうひん 

で 覚えて いるそう だ。 遺留品 も 出て 来た」 

「まま * つ」 

「ところが その 青年た ち は、 申し合わせ たように 近所 

の 薬屋で、 かゆみ 止めの 薬 を 買って 身体に 塗った そう 

だ」 

「三人が 三人と も かい」 

「そうな の だ。 三人が 三人と も だ。 それが この 薬屋で 

かゆみ 止めの 薬 を 買って、 身体に 塗る しさ。 女の 話で 

は、 なんでも その 前 は 全身 かゆが つて 死ぬ ように 藻が 

いていた そうだ」 

「どうして そんなに かゆが る 客 を わざわざ 取 つたの 



だ」 

「ィャ それ は、 〇 かゆい (家に つく ちょっと 前から 始 

まる) —— なんで、 始めから かゆが つていた 訳 じ やな 

いの だ」 

「じ やど こかで 拾って きた 客な の だネ」 

「これ だ。 〇 スト リ— ト-ガー ル (銀座で 引っぱられ 

る) —— つまり 銀座から、 あの 場所まで 引 張って ゆく 

うちに、 かゆくな つたの だ」 

「どうして、 かゆくな つたの だ」 

「それ は 後から 話す よ」 

ミチ 子が グラス を 載せて やつ てきた。 



の 無色 透明の 酒 を 指した。 

「その 方の じ やない か」 と 私 は 彼の グラスに 入って い 

る 黄色い 酒 を 指した。 

か つ しょく 

「ィ ャ、 こんなに 褐色が かって はいない よ」 と 彼 は 打 

ち 消して、 

「さァ 乾杯 だ」 

ほ 

彼 はキュ ッと グラスから 黄色い 液体 を 飲み乾した。 

私 は 狐に 鼻 をつ ままれ ている ような 気がした が、 アル 

コ ー ル ときて は 目がないので、 目の前の 無色の カク テ 

ルを (彼 は 黄色 だとい うの を) ググッ と 一 と 息に 飲ん 

だ。 



「それでい い。 それでい い。 大いに 愉快 だ」 
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辻 永 は 大変 興奮して きたよう だった。 この 分で は 今 

に 酔 払って 前後が わからなくなる のであろう。 私 は 今 

せんこく 

のうちに、 先刻の 話 を 聞いて 置こうと 考えた。 

「あの 話ネ、 かゆくなる というの は、 どういう わけな 

の だ」 



銀座に 来て いるの だ。 或る バ— の 棚の 或る 一隅に ある 

んだ。 ところが その バ ー の 主人 も、 その 酒の 本当の 

ききめ お か 

効目と いう もの を 知らないの だから 可笑しな 話 じ やな 

ヽ > I 

レカ」 

「それで は 若し や …… 」 

さえぎ めった 

「まァ 聞け よ」 と 辻 永 は 私 を 遮った。 「その 酒 は 滅多 

に 客に 売らない の だ。 だが 特別のお 客に 売る ことがあ 

るし、 また 間違って 売る 場合 も ある。 それ はバ ー の 主 

人が ときどき 休む 月曜日の 夜に、 不馴れな マダムが 

もちろん 

時々 こいつ を 客に 飲ませる の だ。 勿論 マダム はそんな 

妖 酒と は 知らず、 安 ウイ スキ— だと 思って 使って しま 



どこへ 行った のでしょう。 大丈夫 かしら」 

「うん —— 」 私 は 返事に 詰まった。 このまま にして 置 

けば 箱詰めになる 辻 永 だ つ た。 

「とにかく 帰って 一杯 飲もう よ 」 と、 私 は ミチ 子 

こ-つ ちり 

の 手 をと つた。 いま 地獄 街道 を 蝙蝠の ような 恰好で ヒ 

ラリヒ ラリと 飛んで ゆく 彼の 姿 を 肴 に 一 杯 飲みな が 

ら、 さて 助けて やろう かやるまい かと 考える の も 悪い 

気持で はな かろうと 謂う もの だ。 
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